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節
約
投
資
の
均
衡
と
中
立
貨
幣

一O
六
六

O 
四

第
四
十
二
巻

第
六
披

節
約
投
資
の
均
衡
ミ
中
立
貨
幣

中

ノ区、

τ:r 

賓

1帯:

1~言

景
気
現
象
の
解
明
に
節
約
投
資
の
不
均
衡
と
号
一
口
ふ
概
念
を
用
ふ
る
事
は
巳
に
答
〈
よ
り
行
は
れ
た
る
所
で
あ
る

が
、
最
近
勃
興
し
来
、
り
し
貨
幣
的
景
気
珂
論
に
於
て
も
、
此
の
節
約
投
賓
の
概
念
が
便
利
な
も
の
と
し
で
盛
ん
に

用
ひ
ら
る
る
に
至
つ
亡
の
で
あ
る
。
蓋
し
景
気
現
象
ヤ
概
観
す
れ
ば
、
好
景
日
米
に
は
資
本
財
産
業
が
活
況
を
主
し

て
所
謂

町
内
同
一
。
♀

を
出
現
す
る
が
、
此
の
投
資
集
中
期
の
後
に
は
必
や
完
成
財
生
産
の
氾
濫
期
が

の
凸
ロ
凹
門
『

zn円
一
。
=

来
る
故
に
、
共
の
問
に
お
け
る
節
約
投
資
の
不
均
衡
に
程
梼
過
秤
揖
飢
の
原
因
を
求
め
る
事
が
、
最
も
説
明
に
便

利
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
で
め
る
。

斯
〈
て
.
節
約
投
資
の
均
衡
と
言
ふ
事
は
、
景
気
持
噴
動
を
除
去
す
る
矯
め
の
焼
件
と
し
て
一
一
般
に
認
め
ら
れ
る

所
で
あ
る
が
、
此
れ
が
亦
同
時
に
中
立
貨
幣
論
に
於
で
も
共
の
帳
件
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
、

』
イ
エ

ク
に
於
て
は
、
景
気
襲
動
ぞ
除
去
す
る
翁
め
の
線
ゆ
る
人
魚
的
政
策
が
排
撃
せ
ら
れ
居
る
に
も
拘
は
ら
や
、
中
立

1) Tngan Baranovsky; Studien znr Theorie und C ~，chichte der H:mdelskrisen 
• in England. 18q4 
2) K. Wicksellに於ては、此の艶は寧ろ否定的tのつTこが、民の流を汲む M凶回
以下多数の事者によ bて利用せられてゐる。



貨
幣
の
傑
件
が
同
時
に
景
気
勢
動
除
去
の
矯
め
の
僚
件
と
認
め
ら
れ
、
コ
ー
プ
マ
ン
に
至
り
で
は
景
気
の
上
昇
及

び
下
降
の
な
き
事
そ
れ
自
瞳
を
以
て
中
立
貨
幣
の
貫
現
な
り
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

勿
論
節
約
投
資
L
」
言
ふ
言
葉
に
は
今
日
種
今
な
る
意
味
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

従
っ
て
節
約
投
資
の
二
概
念
が

意
味
す
る
所
の
内
容
の
異
る
に
従
ひ
て
、
節
約
と
投
資
と
の
髄
齢
を
以
て
景
気
持
現
動
の
原
因
を
誼
明
す
る
に
際
し

て
も
、
自
ら
相
異
る
理
論
の
生
じ
得
る
は
営
然
の
事
で
あ
る
。
故
に
本
稿
に
於
て
は
、
先
づ
節
約
投
資
の
離
反
を

以
て
景
気
構
動
の
原
因
と
見
る
諸
説
な
概
説
し
て
、
中
立
貨
幣
論
者
た
る
』
イ
エ
ク
及
び

2
1
プ
?
シ
等
が
其
等

の
中
で
ト
口
h
u

る
地
佼

ee考
察
し
、
以
て
彼
等
が
景
気
唆
動
説
明
の
手
段
と
し
て
如
何
な
る
節
約
如
何
な
る
投
資
な

:
、

Z

F

1

1

1

1

f

)

1

f

j

;

:

C

1

1

4
4
に
J

ィ
J

A

d

笥
J
h

が

-uc筒
M
W
V
心安一
U
が
筏
ド
ト
院
す

A
控
広
1
1

刺
て
は

に
幾
多
の
優
れ
た
る
研
究
が
あ
り
私
も
亦
巴
に
若
干
此
れ
に
鯛
れ
た
の
ず
あ
る
が
、

a
a
y

、
2
a
z

、
，
、
，
，

1
1
3

、，“
4

ノJ
e

、
コ

草
川
沿
之
、
力

r
E問
カ
ト

l
「
iv

蕗
で
は
何
故
に
、

川
イ
品
ク

及
び
コ
!
プ

?
ン
等
が
中
立
貨
幣
の
健
件
を
以
て
直
ち
に
景
気
持
型
動
除
去
の
保
件
E
考
へ
た
る
か
の
理
由
を
明
ら

か
に
し
、
夏
に
節
約
投
資
の
一
致
を
以
て
中
立
貨
幣
の
傑
件
と
す
る
彼
等
の
読
を
、
現
時
の
貨
幣
経
済
及
び
金
融

機
構
に
卸
し
て
考
察
批
判
す
る
事
と
す
る
。
却
ち
此
れ
に
よ
り
て
、
中
立
貨
幣
と
景
気
理
論
と
の
調
和
、
換
言
す

れ
ば
不
均
衡
設
と
貨
幣
的
説
明
と
の
融
合
が
如
何
程
成
功
せ
る
か
の
一
端
を
考
察
し
た
い
の
で
あ
る
。

二
、
最
重
聾
動
説
明
手
段
と
し
て
の
節
約
投
資
不
均
荷
説

景
気
持
型
動
論
は
種
冷
の
立
場
よ
り
種
。
に
分
類
せ
ら
れ
得
る
が
、

蕊
で
は
節
約
投
資
の
不
均
衡
を
以
て
す
る

節
約
投
資

ω均
待
と
中
古
貨
常

一
O
六
七

富
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六
批
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節
約
投
資
の
均
衡
と
巾
ヤ
貨
幣

一O
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八
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六
時
肌
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第
四
十
二
巻

景
気
皐
詑
恐
慌
皐
設
を
ぱ
、
生
産
殺
展
段
階
に
臆
じ
て
三
分
し
、
共
の
各
冷
に
就
て
節
約
投
資
の
概
設
か
ら
始
め

る
事
と
す
る
。
卸
ち
光
づ
、
生
産
殺
展
の
段
階
は
、
一
節
約
一
か
現
買
に
投
資
せ
ら
れ
る
以
前
の
一
時
期
二
投
査
の
開

、‘，，，

始
よ
り
設
備
の
技
術
的
完
了
に
至
る
迄
の
時
期
及
び
三
設
備
の
技
術
的
完
了
よ
り
完
成
財
の
生
産
増
加
が
現
は
れ

ー
グ
レ
は
、

る
期
日1f
0) 

(‘)つ
到告 lh 
少分
jj~ 1:: 
3だれ
詰る
σ〉
iiLτ? 
日め
Q 

ヵ:

気
瑠
主
命
，
戸
、

d
J
J
3
5
H
1
1
 

右
の
中
で
何
れ
の
時
期
に
着
目
す
る
か
に
よ
り
て
、
景

、‘‘•• 

，，
 

2
5
5攻
守
口
仔
巾
由
旬
、
二
判
明
大
消
費
説
又
は
資
本
不
足
説

0
4
町民

8
8
2
主
O
出

及
ひ
三
過
剰
投
資
説
ミ
ロ

百J
き
"'"話日
をず

語L
Fミー

で
ゐ

とi向 ;i
vh;  

含
)
・
・

7

:

i

M

日寸

σ
二一議

t
N匁
饗
古
る

(
l
r
p
i
h
 

酌

I
M
d
P
3
t
a
w
〉
1
4
J
3
M
Y
)
h

p
凶

l
r、同
h
r
h
h
p
r
同
〆
ピ
ニ

〈
介
M
U

ヒ
ピ
ロ
=
r
tト仲
H
C刊
し
可

先
づ
過
少
消
費
識
に
就
て
見
る
に
、
此
の
識
に
属
す
る
論
者
は
比
較
的
に
少
〈
、
我
や
は
最
近
の
論
者
と
し
て

モ
ヲ

Y

ト
ン
を
奉
げ
る
事
が
出
来
る
。
彼
は
節
約
が
投
資
に
遜
る
過
程
を
合
衆
閣
の
寅
情
に
就
て
研
究
し
た
の
で

あ
る
が
、
共
の
結
論
と
し
て
、
一
枇
舎
の
節
約
が
増
加
し
て
も
そ
れ
は
必
十
し
も
投
資
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
な
く

翠
に
新
投
資
に
用
ひ
ら
れ
得
る
だ
け
の
事
で
あ
り
、
投
資
の
増
加
は
所
得
が
節
約
と
泊
費
と
に
分
た
れ
る
割
合
に

依
存
せ
ゴ
る
旨
を
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
却
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
節
約
一
か
新
投
資
に
向
ふ
や
否
や
は
全
く
終
局
生

産
物
た
る
消
費
財
の
責
行
如
何
に
依
存
す
可
〈
、
而
も
消
費
財
の
需
要
が
減
退
し
た
れ
ば
と
て
、
持
働
及
び
資
本

設
備
が
消
費
財
生
産
部
内
よ
り
資
本
財
生
産
部
内
へ
容
易
に
轄
用
せ
ら
れ
得
古
る
色
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従

っ
て
節
約
一
か
投
資
に
向
け
ら
れ
。
さ
る
時
に
は
、
蕊
に
退
臓
が
起
っ
て
一
段
的
な
る
需
要
の
減
少
伝
来
し
、
所
謂
デ

ア
レ
イ
シ
ヨ
ン
的
恐
慌
に
導
〈
と
言
ふ
の
で
あ
る
。

中立貨幣に於げるハイェクとケ-1""，' (国民経済雑誌第五十九巻二務)等
拙稿;中立貨幣政策に就b、て(経済論議四十二巻;::;WJt.> 
高田保馬，景気盛動論、第九章、第十草参照
W.ιgh: ; 加山ng.ln.e:.Ln比引‘llld Cfl~l:" l'l、11CJCfIJ.:~n 孔1 of :Poli tical Economy 
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今
右
の
毛
市
y
u
y

ト
ン
の
説
に
依
っ
て
見
る
に
、
過
少
消
費
説
に
於
て
は
専
ら
自
殺
節
約
が
考
へ
ら
れ
、
此
の
一
場

A
口
に
於
て
も
芽
働
及
び
資
本
設
備
の
轄
用
困
難
の
魚
め
に
、
節
約
が
必
中
し
も
投
資
に
向
は
子
、
雨
者
の
不
均
衡

が
景
気
の
下
降
延
い
て
は
恐
慌
に
至
ら
し
む
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

エ
グ
レ
は
此
の
設
に
劃
し
て
、
自
殺
節
約
の
み
を
考
察
す
る
が
故
に
退
臓
が
問
題
と
な
り
得
可
〈
、
同
時
に
静

態
的
親
察
よ
り
出
づ
る
も
の
に
し
て
、
長
期
に
亘
る
投
資
の
増
大
伝
説
明
し
得
や
と
批
評
し
て
ゐ
る
炉
、
若
じ
節

拘
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
て
投
資
に
向
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
部
分
的
揖
乱
は
あ
っ
て
る
恐
慌
に
は
主
ら
な
い
故

に
、
景
気
塾
動
除
去
の
餓
件
と
し
て
節
約
投
資
の
均
衡
を
前
提
す
る
事
に
は
何
ら
の
異
論
全
挟
み
得
な
い
の
で
あ

;) 

〔
謹
〕

品
同
ゲ

f
y
f
は
、
純
然
た
る
過
少
消
費
読
に
濁
す
る
志
の
と
は
見
難
い
の
で
め
る
が
、
彼
も
亦
、
節
約
左
投
資
と
が
本
来
一
致
す
る
も
の

で
は
な
く
、
爾
者
の
組
瞬
が
景
気
回
世
動
を
惹
起
す
と
見
る
臥
り
に
於
て
、
外
見
上
比
の
説
に
多
大
の
類
似
性
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

次
に
過
大
消
費
設
又
は
資
本
不
足
説
と
呼
ぱ
る
る
も
の
に
つ
い
て
見
る
に
、
此
の
設
に
属
す
る
も
の
は
非
常
U

多
〈
一
今
こ
れ
を
枚
翠
す
る
に
堪
え
ぬ
の
で
あ
る
。
故
に
共
の
共
通
的
理
論
を
簡
単
に
迷
ぶ
れ
ば
大
要
次
の
如
く

言
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
此
の
設
に
よ
れ
ば
、
節
約
の
増
加
は
生
産
財
に
謝
す
る
需
要
増
加
を
来
す
が
そ

れ
だ
け
で
は
恐
慌
に
至
ら
な
い
。
景
気
の
急
経
従
っ
て
恐
慌
を
惹
起
す
る
も
の
は
貨
は
節
約
率
の
減
退
に
し
て
、

一
旦
投
資
が
開
始
せ
ら
れ
た
後
に
節
約
率
の
減
退
例
へ
ば
銀
行
が
信
用
授
奥
を
停
止
す
る
が
如
き
事
の
あ
る
場
合

に
は
、
資
本
財
産
業
に
於
て
は
事
業
継
頑
の
資
金
に
快
乏
す
る
と
共
に
他
方
消
費
需
要
の
増
大
は
消
費
財
産
業
に

節
約
投
資
の
均
衡
と
巾
伊
一
貨
幣

第
間
十
二
巻

一O
六
九

第
六
強

O 
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節
約
投
資
の
均
桁
一
と
申
立
貨
幣

第
四
十
二
洛

一O
七

O

a"し
、
込
凡

会
同
m
u
-
-
F
怖
切

O 
i¥. 

勢
働
を
吸
牧
す
る
傾
向
を
一
不
す
。
斯
く
て
資
本
財
産
業
は
或
は
破
綻
じ
或
は
事
業
ぞ
縮
小
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
同

叫
に
過
剰
'
と
な
っ
た
勢
働
力
は
答
日
現
に
消
費
財
産
業
に
吸
枇
し
蓋
き
れ
な
い
。
共
の
結
果
、
勢
賃
所
得
め
減
退
は

消
費
需
要
の
減
退
と
な
り
、
消
費
財
産
業
に
も
相
失
を
来
す
事
と
な
る
の
で
め
る
。
而
し
て
節
約
率
の
減
退
の
局

め
に
資
本
財
産
業
部
門
に
起
h
ノ
し
揖
乱
が
一
般
的
措
凱
に
至
る
の
は
、
節
約
率
の
減
退
に
件
ひ
で
勢
賃
が
低
下
せ

や
従
っ
て
消
費
財
産
業
に
欠
業
者
群
の
吸
散
し
4

曲
さ
れ
古
る
が
斜
め

E
考
ヘ
ら
れ
芯
の
で
あ
ム
c

勿
論
側
ゅ
の
嘩
説
仁
川
い
て
見
れ
ば
持
論
の
泣
め
方
仁
多
少
の
相
同
盟
一
あ
る
を
田
川
れ
は
J

の
で
あ
与
が
‘
叫
凡

h
H
μ
ι

概
論
す
れ
ば
資
本
不
足
説
は
大
要
右
の
如
〈
に
し
て
、
線
べ
で
強
制
節
約
を
前
提
と
し
、
節
約
の
減
退
は
問
時
に

投
資
の
減
退
を
意
味
す
る
が
故
に
、
念
激
な
る
節
約
率
の
減
退
が
費
本
不
足
の
矯
め
に
景
気
持
型
動
延
い
て
は
恐
慌

の
原
固
な
り
と
見
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
過
剰
投
費
説
仁
つ
い
て
見
る
仁
、

て
、
次
の
如
き
議
論
の
過
程
を
辿
っ
て
ゐ
る
。
卸
ち
此
の
説
に
於
て
も
信
用
膨
張
に
よ
る
投
資
の
集
中
ぞ
前
提
と

此
の
設
は
多
く
潤
逸
の
患
者
に
よ

h
て
支
持
ぜ
ら
れ
あ
も
切
に
し

し
、
斯
か
る
投
資
の
設
備
が
完
成
し
て
後
の
現
象
に
注
目
す
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
財
が
績
々
生
産
せ
ら
る
れ
ば

此
れ
が
消
費
財
生
産
部
門
に
購
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
消
費
財
生
産
部
門
が
資
本
財
を
購
ふ
品
川
め
に
は
寧
ろ

節
約
一
か
後
退
し
て
消
受
財
の
買
上
高
が
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
此
の
設
の
論
者
は
信
用
膨
張
に
よ
る
投
資

一
方
に
於
て
は
失
業
の
増
大
延
い
て

の
瞭
大
と
共
に
技
術
の
進
歩
従
っ
て
勢
働
の
節
約
を
前
提
と
す
る
が
故
に
、

は
消
費
の
減
遺
伝
来
す
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
資
本
財
産
業
の
企
業
家
の
手
に
過
剰
利
潤
を
残
す
事
と
な
る
。

I6) 岡中、鬼頭雨氏;前揚論文、参!照
17) .坦太刺皐涯に属する人々及，:FAlldeI"son， Roh~;-!~叩等多数の墜者が之れに
癒する 0
Egle. a. a. O. S. 727. 
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斯
〈
て
或
限
度
ま
で
は
偲
令
公
衆
の
側
に
於
け
る
節
約
の
減
退
は
あ
っ
て
も
、
企
業
家
の
飴
剰
利
潤
に
よ
り
支
は

，
金
利
の
低
下
あ
る
場
合
に
は
)
資
本
財
生
産
者
が
互
に
そ
の
生
産
物
な
購
買
す
る
事
に
よ
っ
て
益
冷
投
資
の
集
中
が
行
は

れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
結
局
は
資
本
財
産
業
の
み
の
靖
大
が
纏
踊
し
得
中
し
て
恐
慌
に
導
〈
も
仇
と
考
へ
ら

れ
る
の
で
め
あ
。
却
も
此
の
説
に
於
て
も
(
自
殺
的
)
節
約
以
上
に
投
資
が
過
剰
と
な
れ
ば
必
然
的
に
恐
慌
に
導
〈

'
と
見
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
〈
節
約
投
費
の
概
念
を
以
て
景
気
礎
動
延
い
て
は
恐
慌
の
説
明
を
な
す
に
常
つ
で
も
、
主
(
の
眼
中
に
お

げ
る
節
約
投
資
の
種
舶
及
川
v

そ
の
論
還
方
法
に
休
刊
で
.
各
誼
互
に
共
の
趣
佐
異
に
し
て
叫
ゆ
る
の
で
み
る
。
従
つ

τ

i
c
l
p
h
J
'
u
t
i
-
d
)
:
i
!
[
|
;
:

一

'

一
主
宰
旗
第
茂
一
ひ
法
制
。
筑
初
出
一
応
伏
一
一
ぽ
ホ
む
る
む
ら
村
、

i
!
!
J
I
l
t
-
:

》

f
t
2
3
j
hノ

H
H
?
?ー
れ
釘
れ
よ

h
J
H
1

f
k
A
F
↓せ一
V
U
A出
O
B
-
-
2
4
2

Jl11 

;!1;: 
ι) 
」麹

潜
め
る
い
央
通
的
原
因

l
l例
へ
ば
エ
グ

v
の
号
、
る
が
如
き
生
産
の
技
術
的
構
造
及
び
生
産
要
素
の
債
格
等
に
於

げ
る
惰
性
左
手
A

ふ
が
如
き
も
の
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
荷
〈
も
景
気
盤
動
の
除
去
の
保
件
と

言
ふ
事
の
み
な
ら
ば
、
節
約
校
受
の
均
衡
を
以
て
必
要
に
し
て
充
分
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
』
イ
エ
ク
及
び
コ
!
プ
マ
ン
等
は
右
三
識
の
中
何
れ
に
屈
す
可
き
か
。

A

イ
エ
ク
に
於
て
は
、
自
殺
節

約
に
於
け
る
節
約
投
資
の
必
然
的
一
致
を
主
張
す
る
と
共
に
、

信
用
膨
張
従
っ
て
強
制
節
約
の
行
は
る
る
場
合

川
い
の
み
銀
行
の
信
用
膨
張
停
止
に
基
く
資
本
蹴
乏
を
認
め
、
節
約
投
資
の
醐
揃
に
よ
る
恐
慌
の
一
必
然
性
全
主
張
す

る
も
の
な
あ
が
故
に
、
所
旧
同
資
本
不
足
一
誕
に
属
す
べ
き
は
言
ふ
侯
た

F
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
コ

l
プ
マ
シ
に
於

て
は
、

一
方
に
は
A

イ
且
ク
の
如
〈
に
信
用
政
策
の
無
用
を
強
調
せ
や
、
各
個
程
樺
の
貨
幣
保
有
高
に
増
減
の
起

節
約
投
資
の
均
街
と
中
立
貨
幣

第
四
十
二
巻

一O
七

第
六
務

O 
九
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節
約
投
資
の
均
衡
と
中
立
貨
幣

一O
七
二

る
場
人
口
に
は
此
れ
に
針
臨
服
し
て
貨
幣
の
創
造
及
び
岡
耽
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
仁
は
伝

第
四
十
二
巻

第
大
拡

O 

用
創
造
が
行
は
れ
で
も
山
イ
且
グ
程
に
恐
慌
の
必
然
性
を
強
調
せ
字
、
結
局
に
は
埴
臆
機
構
が
均
衡
を
驚
ら
す
も

の
と
遮
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
ふ
。
故
に
彼
が
中
立
性
の
僚
件
と
し
て
暴
ぐ
る
所
は
、
結
局
節
約
投
資
の
均
衡
と
戸
一
一
ロ
ム

事
と
同
じ
意
味
じ
な
名
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
越
に
於
て
和
々
一
世
昧
で
あ
り
、
景
気
理
論
と
し
て
は
寧
ろ
自
接
節

約
の
み
に
位
日
せ
る
も
の
と
一
一
日
ふ
可
、
昔
、
で
め
る
。
品
川
ら
ぱ
山
イ
エ
ク
及
び
コ

l
ブ
マ
ン
等
は
何
故
に
彼
等
夫
々
の

意
識
白
下
仁
あ
灯
る
貨
物
載
量
的
一
定
を
刊
U
V
L
同
時
仁
景
気
掛
動
除
去
の
僚
件
と
考
へ
↑
い
る
か
c

攻
節
じ
於

τ此

れ
が
考
案
診
試
み
る
事
と
す
る
。

一、

A4zhγ
毘
び
コ

l.ヲ
マ
ン
に
於
け
る
慌
件
の
根
揖

A

イ
一
エ
ク
及
び
コ

I
プ
?

y
が
中
立
的
な
る
貨
幣
供
給
の
傑
件
と
し
て
奉
ぐ
る
貨
併
歎
量
に
闘
し
で
は
、

で
己
に
此
れ
を
詳
説
し
た
の
ゃ
あ
る
。
故
に
蕗
で
は
其
の
結
論
の
み
を
邸
中
ぐ
れ
ば
、
い
』
イ
エ
ク
に
於
て
は
貨
幣

の
流
通
速
度
及
び
貨
幣
取
引
系
政
の
襲
動
せ
ゴ
る
限

h
、
又
二

2
1
プ
マ
ン
に
於
て
は
各
個
経
済
の
貨
幣
保
有
量

が
相
劃
的
に
鐘
動
せ

F
る
限
り
、
貨
幣
数
量
の
不
盤
を
以
て
中
立
貨
幣
の
僚
件
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

然
ら
ば

何
故
に
彼
等
は
、
景
気
襲
動
除
去
の
傑
件
と
し
て
も
亦
に
右
に
遮
べ
た
る
中
立
貨
鮮
の
傑
件
を
共
の
僅
に
持
ち
来

る
の
で
あ
る
か
、

一
言
に
し
て
言
へ
ぽ
、
雨
者
共
に
セ
イ
の
「
販
路
説
」
に
於
て
示
さ
れ
る
が
如
き
自
然
経
済
に
於

て
は
全
般
的
な
る
不
均
衡
従
っ
て
恐
慌
の
起
ら

F
る
事
を
前
提
し
、
彼
等
の
主
張
す
る
中
立
貨
幣
の
保
件
は
、

嘗

a. a. O. S. 259脚誌
拙稿;中立貨幣に於げる貨幣扱量(経済論議、第11'1-+'二巻第一君主)

正

24) 
25) 



に
貨
幣
経
持
に
お
け
る
綿
て
の
現
象
を
し
て
右
の
自
然
経
済
に
お
け
る
現
象
に
合
致
す
る
事
を
確
保
す
る
も
の
な

ち
、
と
考
ふ
る
が
故
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
』
イ
エ
ク
と
コ

I
プ
マ
ン
と
に
於
て
は
、
中
立
貨
幣
の
保
件
?
と
景
気
盤

動
の
傑
件
と
を
同
一
視
す
る
程
度
が
異
り
、

』
イ
エ
ク
は
此
の
両
者
の
同
一
性
を
左
科
鼠
〈
主
張
せ
ま
る
に
コ
ー

プ
マ
シ
に
於
て
は
景
気
持
費
動
な
き
事
そ
れ
白
躍
を
中
立
貨
幣
の
賓
現
な
り
よ
凡
て
ゐ
る
の
で
れ
る
。
以
下
雨
者
を

分
ち
て
、
彼
等
が
中
立
貨
幣
の
保
件
を
以
て
景
気
強
動
除
去
の
傑
件
と
考
ふ
る
所
以
を
考
察
し
ゃ
う
。

先
づ
ウ
イ
エ
ク
に
於
て
は
、
貨
触
巾
毅
量
の
不
習
な
ろ
場
合
に
は
自
殺
節
約
が
起
り
て
も
場
合
に
は
景
気
品
位
動
な

舎
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
貨
幣
数
量
の
増
加
す
る
場
合
印
ち
強
制
節
約
の
行
は
る
る
場
合
い
は
必
然
的
ド
ト
景
気
持
問
動

?
A
r山
z
t
・

'

-

)

干

、

p
'
j
a
L
、u

a草
剤
;
1
4
4
4
円
以
ど
去
で
f4
と

Z
耳

l
i
l
-
-
z
}
1
3
 

E
仁
』
即
日
辺
げ

γ到
く
戸
寸
R

・
6
F
z
c
品
川
…

ι，
ば
何
故
仁
一
被
は
巴
殺
節
約
k
開
制
節
約

k
e
T
分
ち
て
考
へ
、
後
者
に
の
み
景
気
麺
動
の
起
ち
得
る
事
ぞ
主
張
す
る
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
彼
が
飴
り
に
も

セ
イ
の
販
路
設
に
設
か
る
る
自
然
経
済
的
均
衡
が
現
賓
の
貨
幣
経
済
に
於
て
も
再
現
し
得
べ
き
も
の
と
信
じ
、
真

に
セ
イ
の
理
論
が
、
営
時
英
蘭
銀
行
券
の
滋
殺
等
に
よ
る
附
加
的
貨
幣
の
増
加
を
眠
中
に
入
れ
て
論
ぜ
し
所
丸
、

其
の
偉
受
け
入
れ
し
が
矯
め
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

又
自
殺
節
約
に
於
て
景
気
持
型
動
の
起
ら

F
る
も
の
と
考
へ

ら
れ
る
の
は
、
彼
が
自
殺
節
約
の
場
合
に
は
必
子
投
資
へ
の
遣
を
見
出
す
も
の
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
り
、
共
の
理

由
と
し
て
彼
の
所
謂
均
衡
利
子

E
m
r
r
m
m
三円
r
g
N
一5
の
行
は
る
る
事
を
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
も
彼
の
考

由

市
ノ
イ
ク
ゼ

Y
の
所
謂
自
然
利
子
ロ
丘
三

-E混
同

ふ
る
均
衡
利
子
は
、

N
E
に
該
嘗
す
る
も
の
に
し
て
、
宜
物
資
本

の
需
要
と
供
給
と
が
一
致
す
る
場
合
に
成
立
す
る
利
子
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

セ
イ
の
販
路
設
に
於
て
前
提

節
約
投
資
の
均
衡
と
申
立
貨
幣

第
凶
十
二
巻

O 
t二

第
六
披
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節
約
投
資
山
均
衡
と
中
立
貨
幣

第
四
十
二
容

第
六
披

一O
七
四

せ
ら
れ
る
が
如
〈
、
自
然
経
持

μ
於
て
一
般
的
過
剰
投
資
従
っ
て
景
気
趣
動
の
な
き
限
り
、
而
し
て
叉
現
寅
の
貨

幣
盤
情
に
於
て
貨
幣
数
量
を
不
麹
な
ら
し
む
る
時
に
は
常
に
彼
の
所
謂
均
衡
利
子
が
支
配
す
る
限
り
、
事
に
初
め

て
貨
幣
数
量
の
不
襲
と
言
ふ
事
が
、
景
気
持
型
動
除
去
の
保
件
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
賃
際
上
は
、
貨
幣

経
掛
の
前
提
の
下
に
於
て
は
白
夜
節
約
の
場
合
に
も
一
般
的
過
剰
生
産
が
起
り
符
A
Y

と
言
ふ
事
は
断
言
し
得
な
い

四

の
で
め
っ
て
、
真
に
貨
幣
数
量
の
不
襲
と
一
疋
ム
候
件
が
.
現
時
の
金
融
機
構
に
於
て
彼
の
所
市
均
衡
利
子
を
常
に

必
A
V
賞
現
し
得
る
と
は
一
一
-
一
日
小
難
い
の

T
あ
る
。

次
に
コ

1
プ
マ
ン
に
つ
い
て
見
る
に
、
彼
も
亦
セ
イ
の
販
路
設
に
前
提
せ
ら
れ
る
が
如
き
自
然
的
均
衡
粧
祷
よ

ち
出
殺
し
、
各
個
程
捕
の
貨
幣
保
有
高
を
常
に
相
針
的
に
不
襲
な
ら
し
な
る
事
を
以
て
、
中
立
貨
幣
の
保
件
た
る

k
同
時
に
景
気
趨
動
除
去
の
俸
伴
と
な
し
て
ゐ
る
。
而
も
彼
は
、
各
個
極
構
に
退
賦
及
び
放
出
が
起
れ
ば
、
之
れ

に
牒
じ
て
貨
幣
創
造
又
は
貨
幣
回
収
を
行
ひ
以
て
入
居
村
的
に
退
蔵
放
出
の
影
響
営
相
殺
せ
ね
ば
な
ら
ね
と
述
べ
て

ゐ
る
が
、
此
の
鮪
は
、
彼
が
A

イ
エ
ク
の
長
期
的
観
察
と
異
h
ノ
て
短
期
的
現
象
に
着
服
せ
る
が
怨
め
で
あ
り
、
更

に
信
用
創
造
が
行
は
れ
で
も
結
局
は
遁
臆
機
構
に
よ

h
て
均
衡
が
侠
復
す
る
も
の
と
越
ぷ
る
輸
に
闘
し
て
は
い

イ
エ
ク
の
自
殺
節
約
論
に
於
け
る
が
如
〈
長
期
的
観
察
を
な
せ
る
が
矯
め
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
彼
一
炉
、
中
立

貨
鮮
の
保
件
と
景
気
襲
動
除
去
の
僚
件
と
ぞ
同
一
視
す
る
鈷
に
於
て
』
イ
エ
ク
よ
り
も
強
い
の
は
、

の
自
然
利
子
と
均
衡
利
子
と
を
同
一
視
す
る
が
銭
め
で
め
る
。

ク
イ
ク
ゼ

y

以
上
の
如
〈
、

マ
イ
エ
ク
に
於
て
は
、
中
立
貨
幣
の
貫
現
従
っ
て
自
然
的
均
衡
程
樺
の
貨
幣
経
済
へ
の
再
現
に J、

Malthus ;PrinciplesゎfPolitical Eco.~omy. ch. VIL， 日i団内町le de Sismcmdi; 
Neue Grundo出 zecler Puliti:;c.hen Okonomie Rd. 1 r :S. 2.85参照
Koopmans; a. a. O. 
Koopmans; a. a. O. S. 259・脚註
¥¥icksell; Vorlesungen. 11 S. 220 
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館
り
に
吸
冷
だ
り
し
忽
め
、
現
時
の
貨
幣
短
瀞
に
印
せ
る
節
約
投
資
均
衡
の
傑
件
が
言
は
Y
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

ヨ
!
プ
マ
シ
に
於
て
は
此
の
勅
が
若
干
改
善
せ
ら
れ
来
っ
た
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
然
ら
ば
』
イ
エ
ク
及
び
コ
!
プ

7

y

の
畢

σる
が
却
さ
中
立
貨
幣
の
傑
件
が
満
足
せ
ら
れ
た
場
合
に
、

景
気
勢
動
の
除
去
は
別
と
し
て
果
し
て
其
の
理
想
と
ぜ
し
自
然
的
均
衡
経
糟
が
此
の
現
貨
の
貨
幣
経
梼
に
再
現
せ

ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
節
を
改
め
で
遮
ぷ
る
事
と
す
る
。

四
、
中
立
貨
常
の
憐
仲
と
し
て
の
節
約
投
資
の
均
衝

品
『
司
丸
序
也
、
弘
臼
〕

1
4
R
E
h
p
m
f
見

r
3
3
5〔
J
K
枇ト
L

u

J

:

、

i
錦
町
付
，
市

0
4」五
ι
主
将
』
司
一
J
q
d

〆

f
己
fν

作
ρ
T
2
l

日

f
L
ケ
マ
え
・
川
Y

1

1

J

ず

戸

Y

乃
h
h
r
山
す
る
金
脈
ね
い
礼
員

〈

J

:
〆

lv

一一一
1
r
、

a

イ
I
F
4
T
4
4一」
1
4

の
前
提
に
閲
し
て
は
、
嘗
て
己
に
共
の
一
部
分
を
論
じ
た
の
も
あ
る
が
、

蕊
で
は
現
時
の
金
融
機
構
に
即
し
て
夏

に
詳
細
に
考
究
し
た
い
の
で
め
3
。

先
づ
』
イ
エ
ク
に
於
で
は
、

加
を
惹
起
す
る
が
故
に
、

自
殺
的
節
約

ω増
加
は
現
時
の
金
融
機
構
に
於
て
も
利
子
を
低
下
し
投
賓
の
増

節
約
と
投
査
と
が
白
然
に
一
致
す
右
傾
向
を
有
す
る
事
自
然
的
均
衡
艦
樺
に
於
け
る

と
異
ら
な
い
と
主
張
す
る
G

然
し
乍
ら
現
時
の
貨
幣
艦
掛
に
於
て
は
、
信
用
授
奥
者
は
節
約
者
自
身
で
は
な
〈
銀

行
共
他
の
金
融
機
関
な
る
が
故
に
、
偲
令
節
約
高
に
等
し
き
額
の
信
用
授
奥
が
行
は
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
必

A
V
し
忠
節
約
者
自
身
が
奥
へ
た
で
ゐ
ら
う
方
面
へ
授
奥
せ
ら
れ
る
も
の
と
は
隈
ら
な
い
。
否
極
端
な
る
場
令
を
俄

定
す
れ
ば
、
節
約
者
自
身
は
現
在
財
よ
り
も
将
来
財
金
重
要
視
し
て
節
約
せ
し
に
色
拘
ら
十
.
銀
行
が
そ
れ
を
泊

節
約
投
資
の
均
衡
と
中
立
貨
幣

一O
七
五

第
六
貌

第
四
十
二
巻
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節
約
投
資
の
均
衡
左
中
立
貨
幣

第
四
十
二
巻

四

一O
七
六

第
六
披

費
信
用
と
し
て
授
奥
す
る
な
ら
ば
、
節
約
者
自
身
の
意
固
は
銀
行
の
介
在
の
急
め
に
流
産
す
る
事
と
な
る
の
で

あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
現
象
は
自
然
的
均
衡
結
構
に
於
て
は
起
り
得
、
ざ
忍
所
に
し
て
、
俄
令
節
約
と
投
費
と
が
量

的
に
一
致
し
て
も
信
用
授
典
の
方
面
が
越
正
に
行
は
れ
て
居
な
い
の
で
め
る
。

故
に
景
気
的
の
均
衡
は
維
持
さ

れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
中
立
的
な
る
貨
幣
供
給
と
は
一
一
員
ひ
科
な
い
の
で
あ
J

る。

此
の
貼
に
闘
し
て

ヨ

I
プ
マ
ン

は
、
中
立
貨
幣
の
観
勅
か
ら
し
で
も
、

胆
に
信
用
量
さ
へ
趨
市
ん
な
れ
ば
信
用
投
奥
の
方
面
は
問
題
と
な
ら
rv
る
厳

浪
~
蹴
者
ぱ
貨
は
飾
約
端
な
れ
ば
，
融
行
は
只
企
業
家
仁

3
ヘ
作
用
を
扱
興

即

す
れ
ば
後
は
金
融
市
場
ぞ
通
じ
て
泊
所
に
流
入
す
る
志
の
と
見
る
が
故
で
あ
る
。
勿
論
』
イ
品
ク
の
考
ふ
る
が
如

:
Jヨ
¥
と

'
3
3
0

い
主
ノ

t
a
w
j
J
工、

i

・〆
v
t
z
Z
E
-
-
J川
1
J
I
J
t
l

き
均
衡
利
子
一
か
常
に
市
場
に
成
立
す
可
き
も
の
な
ら
ば
、

こ
れ
に
よ
り
て
オ
プ
チ
マ

Y
な
信
用
の
分
配
が
行
は

れ
、
中
立
貨
幣
の
要
求
が
賞
現
さ
れ
忍
で
も
あ
ら
う
。
向
具
瞳
的
に
言
へ
ば
、
受
信
者
の
事
情
が
銀
行
に
於
て
充

分
精
密
に
如
ら
れ
、
且
受
信
者
に
於
け
る
信
用
の
殻
用
が
銀
行
に
於
け
る
費
用
と
等
し
く
更
に
貸
付
利
子
卒
に
等

し
き
場
合
に
は
、
信
用
は
越
正
な
る
方
面
に
授
奥
せ
ら
れ
た
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
斯
か
る
事
柄
は

今
日
の
銀
行
に
劃
し
て
は
到
底
望
み
得
べ
き
も
の
で
な
〈
、
共
の
限
h
J
に
於
て
中
立
貨
幣
の
貫
現
は
殆
ん
ど
不
可

能
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
鶴
っ
て
、
現
時
の
金
融
組
織
の
下
に
於
て
は
何
故
に
右
の
候
件
が
捕
足
せ
ら
れ
符
な
い
か
。
そ
れ
は
、

節
約
投
資
の
媒
介
者
た
る
銀
行
が
管
利
と
安
杢
止
を
目
標
と
し
て
其
の
業
務
を
管
か
が
故
で
あ
る
。
而
し
て
安
全

性
の
小
な
る
貸
付
程
銀
行
に
と
り
で
は
有
利
で
あ
り
、
逆
に
利
率
の
低
き
貸
付
程
安
全
性
の
大
な
る
・
も
の
で
は
め

E担rger; ibid. p・44'
Koopmans; a. a. o. SS. 353寸
Rarger; ibid. p. 442 
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る
が
、
此
の
安
全
性
た
る
や
、
武
は
借
手
の
企
業
そ
の
色
の
の
危
険
性
に
依
存
す
る
も
の
で
な
〈
、
寧
ろ
銀
行
に

お
け
る
投
資
の
貨
幣
的
流
動
性
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
若
し
此
の
安
全
性
が
会
〈
受
信
者
た
る
企
業
の
危

険
性
に
の
み
依
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
此
の
際
高
率
な
利
子
が
支
抑
は
れ
て
も
、
そ
れ
は
枇
曾
的
に
負
措
す
べ
き

費
用
と
日
比
ら
れ
る
が
故
仁
、
之
れ
に
一
部
の
合
珂
佐
が
認
め
ら
れ
得
る
で
も
あ
ら
う
。
然
る
に
現
貫
に
於
て
ほ
、

銀
行
投
資
の
安
全
性
は
会
〈
共
の
貨
幣
的
流
動
性
に
依
存
す
る
も
の
に
し
て
、
貨
幣
的
流
動
性
の
低
き
投
査
よ
り

同
氏
蛭
掛
が
正
営
に
負
轄
す
可
き
費
用
と
は
考
へ
嫌
い
の
で
あ
る
。

高
率
の
利
子
が
支
排
は
れ
る
事
は
、

j担f

で
、
日
然
路
神
に
改
存
E

托
レ
得

F
る
貨
幣
的
流
動
性
が
.
現
畔
に
お
け
み
銀
行
の
貸
付
利
本
伝
決
山
ん
す
る
も
の
と

自
然
的
判
衡
料
澗
じ
於
て
日
凡
ら
ふ
る
い
か
如
き
投
資
方
面

ω
部一
1
3
，
か
明
賀
の
貨
幣
粧
掛
に
於

τ望
み
鄭
き

は
時
間
然
の
事
で
め
る
。

要
す
る
に
、
景
気
楼
動
全
除
去
す
る
矯
め
の
俊
作
と
し
て
は
、

mに
趨
量
の
信
用
が
授
奥
せ
ら
る
れ
ば
足
る
の

で
あ
る
が
、
中
立
貨
幣
の
傑
作
と
し
て
は
、
山
耶
に
信
用
の
量
が
趨
正
な
る
の
み
な
ら
十
一
見
に
信
用
技
興
の
方
而
が

適
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
現
貨
の
貨
幣
経
稗
に
印
し
て
考
ふ
る
場
合
に
は
、

』
イ
エ
ク
及
び
コ
!
プ
マ

ン
等
が
中
立
貨
幣
の
僚
件
と
し
て
川
市
ぐ
る
所
は
未
だ
必
や
し
も
充
分
な
り
と
一
一
一
一
日
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。

五
、
結

盲

E

一Lし
F
九時+晶、

ε
-
1
l
 
先
づ
節
約
投
資
の
二
概
念
を
以
て
景
気
持
型
動
を
説
明
せ
ん
と
す
る
諸
説
を
窺
ひ
、

共
等
が
生
産

節
約
投
資

ω均
衡
と
中
立
貨
幣

一O
士
七

第
間
十
ニ
巻

庁
刊
h

、b
A

寸
F
川
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節
約
投
資
の
均
衡
と
巾
立
貨
幣

第
四
十
二
巻

一O
七
八

第
六
就

~ ノ、

稜
展
段
階
の
何
虚
に
着
服
せ
る
か
に
従
ひ
て
過
少
消
費
設
資
本
不
足
説
及
び
過
剰
投
資
識
の
三
者
に
分
た
る
可
き

を
述
ぺ
、
共
の
各
々
に
つ
い
て
節
約
投
資
の
不
均
衡
が
如
何
な
る
過
程
を
経
て
恐
慌
に
導
か
る
る
か
を
概
説
し

に
。
印
ち
此
等
の
三
詰
は
、
節
約
投
資
の
概
念
に
附
す
る
意
味
に
於
て
も
互
に
異
ち
、
同
時
に
論
誼
の
過
程
に
も

互
に
著
し
き
相
異
あ
る
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
他
方
に
於
て
、
中
立
貨
幣
論
者
も
亦
、
節
約
投
資
の
均
衡

を
以
て
中
立
貨
物
の
係
件
と
す
る
と
川
附
-
L
H一
川
気
掛
劫
無
EC
泊
め
の
保
件
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
め
る
つ
介
入
-
}
げ
h

よ
自

l
4キ

は
.
中
立
貨
幣
論
者
れ
あ
』
イ
エ
ク
及
び
コ

l
プ
マ
ン
等
が
景
気
論
と
し
て
何
慮
の
地
位
台
占
h
u
る
か
を
顧
み
、

山
イ
Z

ク
に
就
て
は
明
ら
か
に
資
本
不
足
訟
に
屈
す
る
の
で
あ
る
，
h
r
、

コ
ー
プ
マ
ン
に
至
り
で
は
共
の
論
旨
が
腰

昧
な
れ
ど
、
主
と
し
て
自
殺
節
約
に
着
服
せ
る
事
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
雨
者
共
に
、
自
然
的
均
衡
経

神
を
現
貨
の
貨
幣
艦
稗
に
再
境
す
る
事
営
以
で
中
立
貨
幣
の
目
的
と
し
乍
ら
、
一
掠
ら
北
ハ
の
賞
現
の
み
に
着
眼
ぜ
あ

山
イ
エ
ク
の
僚
件
炉
、
景
気
麺
動
除
去
の
候
件
と
し
て
は
.
却
て
コ

1
プ
マ
ン
よ
り
も
劣
れ
る
様
に
思
は
れ
る
。

帥
ち
雨
者
共
、
中
立
貨
幣
の
健
件
と
し
て
も
又
景
気
特
捜
動
除
去
の
傑
件
と
し
て
も
充
分
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、

一
方
に
共
の
槻
姑
念
集
中
す
る
も
の
程
他
方
に
於
て
は
共
の
僚
件
の
不
充
分
な
る
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
此
の
事
は
、
中
立
貨
幣
の
要
求
と
景
気
持
型
動
除
去
の
要
求
と
が
、
必
や
し
も
完
全
に
雨
立
し
得
可
き
も
の
に

非

F
る
事
を
一
不
す
も
の
と
考
へ
で
も
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。

日

最
後
に
此
の
小
編
は
、
私
一
か
嘗
て
後
表
せ
し
論
文
に
於
て
営
然
越
ぷ
可
〈
し
て
省
略
せ
し
諸
賄
を
ば
、
便
宜
の

矯
め
に
纏
め
た
の
で
あ
る
。

拙稿，前掲論文、中立貨幣政貨に就いで(粧丹野論叢;:j¥阿十ご巻第三被)38) 


